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1
4
0
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
お
茶
の
水
女

子
大
学
附
属
高
校
は
、自
主
・
自
律
の
精
神
の

下
、生
徒
の
や
り
た
い
こ
と
を
尊
重
す
る
自
由

な
校
風
の
女
子
校
だ
。
２
０
１
４
年
か
ら
ス
ー
パ

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）、19
年
か

ら
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）の
事
業
を
受
託
。
長
期
に
わ
た
り
、「
探
究

力
」を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
で
目
標

と
し
て
い
る
人
材
像
は
、複
雑
化
す
る
日
本
社

会
の
行
き
詰
ま
り
を
打
破
し
て
未
来
を
描
く
た

め
の
協
働
的
行
動
が
で
き
る「
協
働
的
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
」、お
よ
び「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
市

民
」だ（
図
１
）。
必
要
な
資
質
・
能
力
と
し
て
、

「
協
働
性
」「
創
造
性
」「
科
学
的
探
究
力（
科
学

的
に
捉
え
る
力
・
自
然
界
へ
の
関
心
／
課
題
を

発
見
す
る
力
／
仮
説
を
立
て
る
力
／
実
験
す

る
力
／
考
察
す
る
力
）
」「
表
現
力
」「
国
際
性
」

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
活
用
し
た「
探
究
力
」育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
重
要
な
要
素
の

一
つ
に
位
置
づ
け
て
開
発
。
こ
れ
を
同
校
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
核
と
し
て
、全
生
徒
を
対
象
に
展
開

し
て
い
る
。
進
路
指
導
主
事
の
玉
谷
直
子
先
生

は
こ
う
語
る
。

 
「
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、感
情
的

に
な
る
の
で
は
な
く
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
考

え
る
こ
と
は
、理
系
に
限
ら
ず
全
員
に
と
っ
て
大

切
で
す
。
デ
ー
タ
を
読
ん
で
分
析
し
た
り
、実
験

を
し
て
結
果
を
検
証
し
た
り
す
る
力
を
身
に
つ

け
、そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
１
学
年
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
も
つ
と
い
う
、探
究
力

の
基
盤
づ
く
り
だ
。
各
教
科
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
へ
の
関
心
を
高
め
る
授
業
を
行
う
と
と
も
に
、

総
探
や
学
校
設
定
科
目
に
お
い
て
生
徒
の
好
奇

心
を
刺
激
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
総
探
の「
新
教
養
基
礎
」で

は
、お
茶
の
水
女
子
大
学
の
教
員
が
年
10
回
、そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
に
つ
い
て
講
義
を
行
う
。

講
義
テ
ー
マ
は
、日
本
近
代
史
の
先
生
に
よ
る

「
変
わ
り
ゆ
く
社
会
を
見
つ
め
る
」、物
理
学
の

先
生
に
よ
る「
物
事
に
法
則
を
見
つ
け
出
す
」な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
教
員
が
ど
の
よ
う
に

専
門
分
野
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
に
つ
い
て
も

語
ら
れ
、多
様
な
キ
ャ
リ
ア
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

提
示
す
る
意
味
も
あ
る
と
い
う
。

　

毎
回
、生
徒
は
事
前
に
講
義
テ
ー
マ
に
関
す

る
質
問
を
用
意
し
て
講
義
に
臨
む
。
講
義
の
合

間
に
は
何
度
か
生
徒
同
士
で
感
想
や
気
づ
き
を

語
り
合
う
。
終
了
後
は
各
自
で
振
り
返
り
、講

義
テ
ー
マ
の
今
後
の
展
望
を
自
分
な
り
に
考
え

て
文
章
に
ま
と
め
る
。

 

「
こ
れ
を
10
回
繰
り
返
す
こ
と
で
、問
い
を
立
て

る
力
や
、思
考
を
深
め
る
力
が
相
当
鍛
え
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
大
学
附
属
校
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
た
取
組
で
す
が
、近
年
は
多
く
の
大
学
が

積
極
的
に
出
張
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
、こ
の

よ
う
な
取
組
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
は
下
が
っ
て
い
る

自
主
・
自
律
の
精
神
の
下

探
究
を
核
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

身
近
な
と
こ
ろ
に
も
目
を
向
け

興
味
・
関
心
を
広
げ
て
い
く

取材・文／藤崎雅子

科学的探究力　 文系も取り組むＳＳＨ　 家庭科の活用　 総合的な探究の時間

　 大学・地域・企業との連携　 教科の見方・考え方を活かす

長年重視してきた「探究力」の育成に、近年はＳＳＨ事業として取り組むお茶の水女子大学附属高校。
生徒の多様な興味・関心や力を引き出し、進路目標にもつながることが多い

科学的な探究力の育成プログラムの実践についてご紹介します。
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お茶の水女子大学の
全学的連携と支援

の
を
題
材
に
し
て
、科
学
的
な
問
い
へ
の
興
味
を

喚
起
し
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い

る
企
業
経
営
者
や
化
学
科
教
員
な
ど
と
も
連

携
し
、実
験
や
実
習
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ
。

「
か
つ
て
の
S
G
H
事
業
の
探
究
活
動
で
は
、テ

ー
マ
が
壮
大
に
な
り
解
決
策
に
た
ど
り
着
き
に

く
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

は
、非
常
に
科
学
的
な
教
科
で
あ
る『
家
庭
科
』

の
特
徴
を
活
か
し
、ま
ず
は
自
分
の
足
下
を
見

つ
め
て
目
に
見
え
る
実
験
や
検
証
を
経
験
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」（
玉
谷
先
生
）

　

興
味
・
関
心
の
喚
起
と
並
行
し
、1
学
年「
課

題
研
究
基
礎
」で
は
科
学
的
探
究
の
プ
ロ
セ
ス

に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
育
成
を
図
る
。大
学

教
員
に
よ
る
図
書
館
活
用
の
技
法
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
心
得
な
ど
の
特
別
講
義
の
ほ
か
、

数
学
科
・
理
科
・
情
報
科
が「
数
」「
グ
ラ
フ
」「
デ

ー
タ
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

知
識
・
技
能
を〝
探
究
の
ツ
ー
ル
〞と
し
て
指
導
。

例
え
ば「
グ
ラ
フ
」が
テ
ー
マ
の
場
合
、数
学
で
は

指
数
関
数
や
対
数
関
数
、情
報
科
で
はE

xcel

で
の
グ
ラ
フ
作
成
、理
科（
生
物
）で
は
暖
か
さ
の

指
数
を
基
に
回
帰
直
線
を
引
い
て
み
る
な
ど
、

異
な
る
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
担
当
の
朝
倉
彬
先
生
は
こ
う
話
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
教
科
の
見
方
・
考
え
方
が
あ
る
こ

と
を
学
び
、共
通
す
る
部
分
を
生
徒
自
ら
が
把

握
で
き
る
よ
う
に
授
業
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
内
容
を
す
ぐ
に
体
験
的
に
活
用
し
て
み

る
機
会
も
設
定
し
、3
学
期
に
は
入
門
的
な
課

題
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
」

2
学
年
の
学
校
設
定
科
目「
課
題
研
究
Ⅰ
」

で
は
、自
然
科
学
、社
会
科
学
、人
文
科
学
を
網

羅
し
た
８
分
野
に
分
か
れ
、個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、１
年
間
に
わ
た
っ
て
研

究
活
動
に
取
り
組
む
。
例
え
ば
、物
理
と
地
理

の
教
員
が
担
当
す
る「
地
球
環
境
科
学
」分
野

と
思
い
ま
す
」（
玉
谷
先
生
）

　

ま
た
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
直
結
す
る
興
味
・
関
心
の
醸

成
と
し
て
、家
庭
科
の
学
校
設
定
科
目「
生
活

の
科
学
」を
設
定
。
理
数
科
目
へ
の
苦
手
意
識

を
も
つ
生
徒
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
食
の
安
全
」や

「
布
の
草
木
染
め
」な
ど
実
生
活
の
中
に
あ
る
も

約140年前に東京女子師範学校附属高等女学校と
して創設された日本で最初の高等女学校。学習にお
ける基礎・基本、自主・自律の精神、互いに協力してい
く態度を身につけることを重視。2014～18年度にス
ーパーグローバルハイスクール、19年度よりスーパー
サイエンスハイスクールの指定校。第15回キャリア教
育優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等文部科学
大臣表彰。

1882年設立／
普通科
生徒数366人（女子のみ）
進路状況（2023年３月卒業生）大学93人・
その他27人
東京都文京区大塚2-1-1

 03-5978-5856

研究主任
沼畑早苗先生

ＳＳＨ担当
朝倉 彬先生

進路指導主事
玉谷直子先生

図1 探究力育成の核となるＳＳＨの取組の全体像（同校資料より編集部にて作成）

｢

教
え
る｣

で
は
な
く｢

質
問｣

で

生
徒
の
自
走
を
促
す

女性の力をもっと世界に
～協働的イノベーターとイノベーションを支える市民の育成～

世界を牽引する科学技術人材
＆それを支える社会の構成員

2
学
年

3
学
年

1
学
年

課題研究Ⅰ
トライアル＆エラーを
繰り返す時間を確保し，
関心が高い分野で
自ら課題を設定および
客観的論証を行うことで，
対話的で深い学びを行う

［分野］
数理・情報科学／暮らしの化学／
生命科学／地球環境科学／

色と形の科学／
芸術文化と科学ー音楽学／

芸術文化と科学ー文学／社会科学

課題研究基礎
科学的方法論による

探究的な学習の知識・技術を身につける

生活の科学
「生活」を題材とした学びによる
科学的に捉えることへの興味喚起

総合「探究入門 ～ 問いを立てる～」
探究に向かう関心・意欲・態度の育成

様々な分野で活躍するお茶大教授陣による講義の定常化

様々な学びを統合し、新たに生じてい
る社会的問題や合意形成が難しい問
題を多角的な視点で捉え一市民とし
て主体的な思考・意思決定力を育む

総合
「持続可能な社会の探究」

課題研究Ⅱ
課題研究Ⅰを深化・充実させ
新しい発見・価値を創造して

研究成果を学会等で広く発信する

科学的根拠に基づき価値判断・
意思決定・合意形成する力を培う

各教科の学習
・理数科目
・家庭総合
・国語
 －自分の考えや意見を
 　論理的に述べる
・英語
 －科学論文を読む
　 活動
 －アブストラクト作成
・地歴・公民
 －課題意識を高める

特別活動

・自治会活動
・文化祭
・諏訪合宿 修学旅行
・海外研修
 －台湾研修
・学外の活動
 －物理学・生物学ＦＷ
 －福島ＦＷ
・大自然科学部
 －自然観察ＦＷ
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国語 28％
地理・歴史 35％
公民 38％
数学 5％
理科 18％
英語 13％
芸術 4％
保健体育 16％
家庭 18％
情報 27％
課題研究 58％

「課題研究Ⅰ」の生命
科学分野では、恐竜
類と鳥類の骨格につ
いて研究しているグル
ープが、ダチョウの骨
格や体の作りからヒン
トを得ようと、ダチョウ
の博物館を訪問。

「持続可能な社会の探究」の成果
としてまとめたポスターの例。

役立った理由を見ると、単に教科学習の知識や技能をそのまま活用する
だけでなく、教科学習の見方・考え方を最大限一般化して活かしているこ
とがわかる。

「課題研究Ⅰ」の地球
環境科学分野でスペ
ースコロニーに関心を
もつ生徒のグループ
が、東京理科大学先
進工学部の研究室を
訪問。最先端の研究
に触れ、意欲を高めた。

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研＞＞ 刊行物＞＞ キャリアガイダンス（Vol.448）

な
ど
で
広
く
発
信
し
た
い
と
い
う
生
徒
が
選
択

し
て
い
る
。
研
究
テ
ー
マ
が
進
学
後
の
学
び
に
つ

な
が
る
例
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

「
課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」で
は
、「
教
員
が
教
え
る
側

に
回
っ
て
し
ま
う
と
生
徒
の
探
究
を
止
め
て
し

ま
う
」（
玉
谷
先
生
）と
、教
員
は
一
歩
引
い
て
生

徒
の
自
走
へ
の
伴
走
を
心
掛
け
て
い
る
。そ
し
て
、

「
な
ぜ
？
」「
ど
う
い
う
意
味
？
」「
根
拠
は
？
」

な
ど
の
質
問
を
投
げ
か
け
る
。
研
究
主
任
の
沼

畑
早
苗
先
生
は
こ
う
話
す
。

「
私
た
ち
が『
知
り
た
い
、教
え
て
』と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、生
徒
は
自
分

た
ち
の
論
理
の
飛
躍
や
リ
サ
ー
チ
不
足
の
点
に

自
ら
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、質
問
に

答
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
頭
の
中
に
あ
っ
た
も

の
が
言
語
化
さ
れ
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
の
な

か
で
、生
徒
の
探
究
は
ど
ん
ど
ん
深
ま
っ
て
い
く

手
応
え
が
あ
り
ま
す
」

3
学
年
の
総
探「
持
続
可
能
な
社
会
の
探
究
」

は
、「
科
学
に
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
、科
学
で
答

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
課
題
」を
設
定
し
、多
様

な
立
場
や
価
値
観
を
踏
ま
え
た
最
適
解
を
見
い

だ
す
こ
と
を
目
指
し
て
グ
ル
ー
プ
探
究
を
行
う
。

「
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
の
強
い
生

徒
が
多
い
の
で
す
が
、『
知
り
た
い
』『
面
白
そ
う
』と

い
う
純
粋
な
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
探
究
心
も
大

切
。気
負
わ
ず
、や
り
た
い
と
思
え
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
」（
沼
畑
先
生
）

　

関
心
の
あ
る
社
会
課
題
に
関
す
る
ワ
ー
ク
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
興
味
・
関
心
の
近
い
生
徒
同

士
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
、リ
サ
ー
チ
と
議
論

で
は
、「
ご
み
袋
有
料
化
に
よ
る
東
京
23
区
の
ご

み
削
減
」「
福
島
県
浪
江
町
に
お
け
る
耕
作
放

棄
地
問
題
解
決
に
関
す
る
提
案
」な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、「
芸
術
文
化
と
科
学
―
音

楽
学
」で
は「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
音
楽
的
戦
略
に
つ

い
て
」「TikTok

で
バ
ズ
る
要
因
〜
音
楽
的
見
地

か
ら
〜
」な
ど
、数
値
や
図
、デ
ー
タ
な
ど
か
ら

音
楽
の
成
り
立
ち
を
紐
解
く
。
進
め
方
は
分
野

ご
と
に
異
な
る
が
、「
生
徒
の
や
り
た
い
こ
と
」を

優
先
し
、フ
ィー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
専
門
家
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、実
験
な
ど
を
行
い
な
が
ら
進
め
る
点
は
共

通
だ
。生
徒
自
ら
が
企
業
や
大
学
、団
体
等
に
ア

ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
情
報
収
集
活
動
を
行
う
例

が
少
な
く
な
い
。

3
学
年
で
は
選
択
科
目
と
し
て「
課
題
研
究

Ⅱ
」を
設
置
。「
課
題
研
究
Ⅰ
」で
取
り
組
ん
だ

内
容
を
さ
ら
に
深
め
た
い
、研
究
成
果
を
学
会

を
繰
り
返
し
な
が
ら
テ
ー
マ
を
先
鋭
化
。
試
行

錯
誤
を
経
て
、最
終
的
に「
お
茶
高
に
お
い
て
、

ど
の
分
野
で
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
人
間
と
Ａ
Ｉ

の
特
性
を
最
大
限
活
用
で
き
る
か
」「
将
来
の
日

本
に
お
け
る
遺
伝
子
組
み
換
え
の
あ
り
方
」「
台

湾
か
ら
見
る
日
本
の
同
性
婚
」な
ど
独
自
性
の

高
い
テ
ー
マ
に
到
達
し
て
い
る
。

　

例
え
ば「
科
学
技
術
の
軍
事
利
用
」に
着
目

し
た
グ
ル
ー
プ
は
、当
初
、「
戦
争
の
た
め
の
技
術

か
、技
術
の
た
め
の
戦
争
か
」と
い
う
問
い
を
設

定
し
た
が
、リ
サ
ー
チ
す
る
な
か
で「
問
い
が
大

き
す
ぎ
る
」と
気
づ
い
た
。そ
こ
で「
生
物
兵
器
」

の
事
例
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
て
さ
ら
に

リ
サ
ー
チ
を
す
る
が
、次
の
時
間
に
は「
特
定
の

兵
器
に
焦
点
を
当
て
る
よ
り
、科
学
者
や
企
業

な
ど
の
開
発
者
に
焦
点
を
当
て
た
ほ
う
が
、

元
々
の
問
い
を
追
究
で
き
る
」と
方
向
性
を
修

正
し
た
。こ
の
よ
う
に
問
い
の
再
検
討
を
繰
り
返

し
、最
終
的
に「
軍
民
両
用
技
術
の
防
衛
利
用

を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
成

果
発
表
を
行
っ
た
。

「
目
指
し
て
い
る
の
は
、調
べ
学
習
と
し
て
の
完

成
度
を
上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、生
徒
自
ら
の

気
づ
き
を
探
究
し
た
い
課
題
と
し
て
表
出
さ
せ
、

課
題
研
究
の
際
の
逡
巡
や
思
考
の
ス
パ
イ
ラ
ル

な
ど
の
経
験
値
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

３
年
間
の
学
び
の
集
大
成
と
し
て

科
学
的
な
視
点
で
社
会
課
題
に
挑
む

図2 「持続可能な社会の探究」に役立った教科 （2022年度／複数回答）
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● 常に自分の意見を批判するならどこを突くかを考え、思考の抜
けがないようにすること。

● 従来の考え方では思いつくことができなかったと思われる意
見や自分とは異なる意見に出会った時には、自分の意見とど
こから違うのか（そもそも価値観が違うのか、物事を考える立
場が違うのか等）、どのように違うのかに注目する。

● 初めに思いついた問いは大体抽象的すぎたり、探究目的が見
えていない不明瞭なものだったりする。しかし、その問いについ
て観点をいくつか挙げたり、マインドマップを利用して問いをと
らえ直したりすることで推敲される。そのうえでグループワーク
を活かし、さまざまな角度から話し合いを行い、問いについて
考察する。一連の流れは簡単にできることではないが総合探
究の授業を通して身につけられてきた。

● 自分の中に一応ある答えがただ一つの答えではなく、メンバー
との議論の中に新しい視点や価値のようなものを見いだし、
それを尊重しつつ議論を進めることを意識している。

● 他の人の意見を取り入れることで自分の視点が豊かになるこ
とを実感しているため、普段の生活の中でも積極的に他の人
と話し合ったり相談したりする姿勢になれている。

● 複雑な問題について向き合う忍耐力が伸びた。

集
大
成
と
い
う
位
置
づ
け
で
、生
徒
は
幅
広
い

教
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
総
動
員
し
て
取
り
組
む
。

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、こ
の
活
動
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
役
立
っ
た
教
科
と
し
て
、す
べ
て

の
教
科
が
あ
が
る（
図
２
）。ま
た
、生
徒
1
人
あ

た
り
が
挙
げ
た
教
科
数
は
平
均
2.6
で
、さ
ま
ざ

ま
な
教
科
の
知
識
と
見
方
・
考
え
方
を
統
合
し

て
探
究
活
動
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
連
の「
探
究
力
」育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

効
果
は
、さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
が
物
語
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
目
を
引
く
の
が
、生
徒
対
象
の
Ｓ

Ｓ
Ｈ
意
識
調
査
結
果
の
推
移
だ
。
20
年
度
入
学

生
の「
科
学
的
探
究
力
」に
関
す
る
項
目
の
肯

定
層
は
、3
年
間
で
約
64
％
か
ら
約
80
％
に
増

加
し
て
い
る（
図
３
）。

　

ま
た
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
探
究
」実
施
後

の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、常
に

自
分
の
意
見
を
批
判
的
に
見
た
り
、複
数
の
意

見
や
資
料
を
す
り
合
わ
せ
て
多
面
的
に
考
え
た

り
す
る
力
を
身
に
つ
け
、日
々
の
生
活
に
も
活
か

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る（
図
４
）。教
員
も

大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

 

「
友
達
の
意
見
を
聞
い
た
り
、友
達
に
自
分
の

意
見
を
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
、対
話
を
通
じ

て
自
分
の
視
野
を
広
げ
な
が
ら
物
ご
と
を
追
究

し
て
い
く
力
が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
玉
谷

先
生
）

 

「
一
見
大
人
し
く
見
え
て
も
、自
分
の
中
に
何

か
に
挑
戦
し
て
み
た
い
気
持
ち
が
あ
る
生
徒
が

多
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
主
体
的
に
行

動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
活

は
わ
か
り
や
す
い
成
果
を
求
め
ず
、試
行
錯
誤

の
時
間
を
保
障
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」（
朝
倉
先
生
）

　

こ
の
探
究
活
動
は
高
校
の
す
べ
て
の
学
び
の

動
す
る
な
か
で
小
さ
な
自
信
を
積
み
重
ね
て
い

る
よ
う
で
す
」（
沼
畑
先
生
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
１
期
は
今
年
度
で
終
了
す
る
。
来

年
度
か
ら
の
第
２
期
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
向
け
て
、よ
り
効

果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
見
直
し
を
図
る
。
そ
の

な
か
で
、「
本
当
の
協
働
」の
実
現
に
一
層
力
を

入
れ
て
い
く
考
え
だ
。

 

「
単
純
に
役
割
分
担
し
て
い
れ
ば
協
働
か
と
い

う
と
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が

考
え
た
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
話
し
合
い
、そ
こ
か

ら
何
か
が
生
ま
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、私
た
ち
が

目
指
す
協
働
で
す
。生
徒
に
と
っ
て
は
大
変
で
す

が
、う
ま
く
協
働
が
回
り
始
め
る
と
非
常
に
面

白
が
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
教
員
が

目
配
り
し
て
、一
人
の
意
見
で
進
ん
で
い
る
グ
ル

ー
プ
に
は
適
切
に
介
入
し
な
が
ら
、本
当
の
協
働

を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
朝
倉
先
生
）

　

こ
う
し
て
探
究
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒
た
ち
の

卒
業
後
の
活
躍
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
と
い
う
。

 

「
既
に
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
追
究
す
る
高

校
生
活
を
送
っ
た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
ず『
楽
し
い
か
ら
こ
う
す
る
』

『
や
り
た
い
か
ら
や
る
』と
い
う
価
値
観
で
自
由

に
自
分
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
る
姿
を
知
っ
て
い

ま
す
。
目
の
前
の
生
徒
た
ち
が
社
会
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
も
、目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
先

輩
た
ち
の
姿
を
参
考
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
活
躍
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」（
玉

谷
先
生
）

図3 2020年度入学生の「科学的探究力」の経年変化
　　（SSH意識調査結果より）

図4 「持続可能な社会の探究」で意識していることや学んだこと 
（2022年度生徒アンケートより抜粋）

科
学
的
探
究
力
が
ア
ッ
プ
。

本
当
の
協
働
へ
、さ
ら
な
る
改
善
を

グループで協働して取り組む力が身についた
 「課題研究Ⅰ」では、水害に強い家具の配置をテーマに、流体実験などを行いながら
グループ研究を行っています。メンバーの発言を引き出したり、意見を組み合わせたり
するなかで、ほかの人と協働して取り組む力がついてきたかもしれません。でも、実験し
たあとにこうすれば良かったと思うことも多く、多角的に見通す力はもっとつけたいと思
っています。将来の方向性については、工学分野に興味があります。自然や原理を追

究する理学も大切ですが、実際に世の中にどう活かすかを考える
工学のほうが、より面白そうに感じるからです。ただ、「新教養基礎」
で学問分野を横断して研究している大学の先生のお話を伺うなど
して、今は分野や科目という枠組みにとらわれずに学んでいけたら
と思っています。（2年生・横山 咲さん）

お弁当から出発した研究が進路目標に
　課題研究で、マグロの皮を用いた個人研究を行っています。最初は、お弁当に入れ
た焼きサバの臭いが気になったことから、「魚の酸化を抑えるためにはどうすればよい
か」を考え始めました。取り組むうちに、魚の皮には酸化を抑える脂が含まれているけれ
ど、その多くが廃棄される実態を知りました。そこで、魚の皮の有効活用による、酸化を
抑える新しい食品加工を考案できたらいいなと思って取り組んでいます。実験の結
果、組み合わせる素材としてコーヒーとの相性がよいことがわかり、ごみの削減にもつ

ながるコーヒーかすを活用する方法を考えました。こうした取組を通
じて、自分のやってみたいことに社会的な配慮を加えて考えられる
ようになったと思います。また、この研究が面白かったことがきっか
けで、大学で食物栄養学を学ぶという進路目標ができました。（３年
生・内海紅梨さん）
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１
年
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2
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12
月

3
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生
12
月
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